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研究成果の概要（和文）：読者に対する地平への意識を強く意識し、新約聖書の解釈手法を再評価し、新たな提案をし
た。各研究者は、専門とする批評方法がいかに読者に開かれ、読者を積極的に解釈へと介入させるか、その可能性を追
求した。その結果として以下の成果を得た。１．研究代表者、研究分担者、研究協力者が新たな解釈を意識しつつ新約
聖書各書の註解を手がけ、そのダイジェスト版を随時ウェブ上に公開した。２．期間中の研究会の成果を『新約聖書解
釈の手引き』（日本キリスト教出版局）として2016年2月に刊行した。３．上記の共著の出版に際し、「新約聖書の読
み方」と題するシンポジウムを開催した。４．2017年度に註解書３巻の発刊を予定している。

研究成果の概要（英文）：We evaluated both traditional and recent methods of interpretation of the New 
Testament and presented a fresh and wholistic approach to understanding the texts, making note of the new 
horizen of readers' perspectives. Each researcher, in the critical method that he/she is specialized in, 
took special care to pursue possibility of involving readers into the process of interpretation. The 
followings are the main results. 1. The researchers involved began the commentary work on an assigned 
book of the NT, and the digest of their works are made available to the wider public via the website. 2. 
The results of the research meetings during the study period were complied into a book titled, Invitation 
to the New Testament Interpretation, and published in Feb., 2016. 3. At the publication of the book, a 
symposium was held in Tokyo under the title of 'How to Read the New Testament', to which over 100 
participated. 4. First 3 vols of commentary series are planned to be published in 2017.

研究分野： 新約聖書学、とくにパウロ研究。中心となる解釈アプローチは社会科学批評

キーワード： 新約聖書　解釈学　批評学
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１．研究開始当初の背景 
	
 当初、研究代表者と研究分担者の計６名が
参集したのは、新たな新約聖書註解書シリー
ズの可能性を検討するためであった。その際
に、従来の註解書シリーズの貢献と限界を概
観する中で、註解書執筆以前に明らかな解釈
の方針を打ち立てる必要性を共有した。 
	
 そもそも「近代解釈学の父」と称されるシ
ュライエルマッハーが一般解釈学の考察を
行う際の基礎には、伝統的な新約聖書の釈義
方法があった。したがって、上述の６名の新
約聖書学者によるシュライエルマッハー以
降の解釈学の評価と、新約聖書解釈への新た
な提言には、十分な正当性があると考えた。 
	
 シュライエルマッハーによるテクストの
文法的解釈と心理学的解釈、またこれを批判
したガダマーの著者の地平と解釈者の地平
との融合が、現在のテクスト解釈に閉塞感を
もたらす理由を、それらが読者を置き去りに
して行われることだという問題意識によっ
て、新たな解釈学のアプローチの提言の方向
性が定められた。 
 
 
２．研究の目的 
	
 この研究の目的は、西洋古典の一部をなす
新約聖書の解釈手法を再検討することをと
おして、一般的に知られている解釈学のアプ
ローチに新たな提言をすることである。 
	
 （１）一般にテクストの解釈においては、
著者の地平と解釈者の地平とを融和させる
ことに多くの努力が払われるが、この研究で
は読者の地平へと意識をさらに広げること
を試みる。 
	
 （２）そして、今日における硬直的なテク
スト解釈の傾向を克服するために、多様な批
評学を総合的に取り入れることをとおして、
多様な背景を持つ読者と多様な形態をとる
文書群とをより密接に結びつける可能性を
模索する。 
 
 
３．研究の方法 
	
 一般的な方法の道筋は以下のとおりであ
る。新約聖書解釈の歴史を概観し、いかなる
思想的背景によって読者の地平が看過され
てきたかを明らかにし、解釈者が読者の地平
を意識しつつ解釈作業を進めるための方策
を提案する。また文書形態の多様性に対して
解釈者がいかにに対応してきたかを明らか
にし、新たな可能性を模索する。	
 
	
 （１）計画上の枠組み：年２回の研究会に
おいて、それぞれの研究者が分担する新約聖
書各書の研究を、それぞれの専門とする批評
学をもとに遂行し、独自の専門分野の視点か
ら、いかに読者の地平を解釈者の地平と融合
させるかの提言を行った。	
 
	
 （２）外部の研究者を招いて講演を依頼し、
研究代表者と研究分担者の専門以外の批評
学の視点を取り入れた。本文批評学に関して

は、関西学院大学の前川裕氏、フェミニスト
批評学に関しては、青山学院大学の福嶋裕子
氏にそれぞれ講演をしていただいた。また、
カナダの Western	
 University の Julius	
 Kei	
 
Kato 氏には、遠隔地から論文発表による参加
を依頼した。	
 
	
 （３）最終的な目標は、この新たな解釈方
針の下で、新たな註解書シリーズを刊行する
ことであった。したがって、研究代表者と研
究分担者と研究協力者がそれぞれ分担する
新約聖書各書の註解書の執筆を、行うととも
に、その成果を隔月でウェブサイト上で公表
し、読者の意見を募りつつ、読者の地平と解
釈者の視点との親和性を確認する作業を行
った。	
 
	
 （４）研究２年目終了時（平成２６年度末）
のシンポジウム：「新約聖書学と現代の宣
教：学問と実践の協働を目指して」を開催し、
途中経過の研究内容を一般聴衆に投げかけ
る機会を持った。このシンポジウムの開催は、
読者の地平と解釈者の視点との親和性を確
認する良い機会となった。	
 
	
 （５）読者の地平と解釈者の視点の親和性
をはかる１つの方策は、読者の側へも解釈者
の視点を分かりやすく理解してもらうこと
である。したがって、本研究の成果物として、
『新約聖書解釈の手引き』と題する解釈論の
ガイドを執筆し、各批評学のアプローチを概
説するとともに、それを実際にテクストへど
のように適用するかを解説した。その際に、
とくに読者の視点を意識的に取り入れる近
年の批評学の試みを多数採用した。	
 
	
 （６）６名の研究者が参集した当初の目的
は新たな註解書シリーズの出版であり、その
ための解釈方針を確定することであった。し
たがって、２０１７年度に刊行予定の３巻
（ガラテヤ書、ルカ福音書第１巻、ヨハネ書
簡）をはじめとして、各執筆者がそれぞれ担
当する新約聖書各書の註解書執筆を開始し
ている。	
 
	
 
	
 
４．研究成果	
 
	
 （１）ウェブサイトにおける解釈サンプル
の公開：３年間の研究期間をとおして、１８
名の研究者が割り当てられた書の註解のサ
ン プ ル を ウ ェ ブ サ イ ト に 掲 載 し た
（ http://bp-uccj.jp/publications/tokuse
tu/home）。各研究者が専門とする批評学を中
心にまとめられた註解を対比することによ
って、「神学」以上に「適用」における多様
性が顕著であることがあらためて確認され
た。	
 
	
 （２）一般聴衆を対象としたシンポジウム
の開催：「新約聖書学と現代の宣教」と題し
たシンポジウムでは、本研究の内容が一般聴
衆に向けて提示され、それに対する応答を受
け取る機会となった。ここでは、読者の信仰
という要素と歴史批評学とその他の伝統的
批評学との乖離に関する懸念が示されるの



みならず、より読者を意識した新たな批評学
（文芸批評、文化研究批評等）と伝統的な批
評学との関係性に注目し、ある場合は両者が
対立することにならないかという懸念が提
示された。このことから、伝統的な批評学に
慣れ親しんできた読者が、より読者の視点に
近い批評学を安易に歓迎するわけではない
ことが明らかとなった。新たな批評学は、解
釈者と読者の両方に対して十分な説得性を
提示する必要がある。	
 
	
 （３）解釈論のガイド本『新約聖書解釈の
手引き』（日本キリスト教出版局、２０１６
年）の執筆：上述した事態を踏まえて、本研
究の成果物のあり方が決定された。すなわち、
伝統的な批評学と新たな批評学とを取り混
ぜ、各批評学の形成過程をも含めた概説とと
もに、その批評学を適用した解釈のサンプル
を提示することである。さらに、テクストを
中心とした、文脈／筆者／解釈者／読者の位
置関係を図式化し（図１）、各批評学がこの
図式のどの部分に特化したものであるかを
明らかにした。	
 

	
 この作業をとおして、各批評学が高い説得
性をもって提示されるとともに、いずれの批
評学もオールマイティではなく、それぞれの
役割分担をわきまえてテクスト解釈を共有
するという視点が、より健全な解釈に繋がる
ことがあらためて確認された。これは、新た
な註解書プロジェクトにおいて、その構成に
示唆を与えるのみならず、シリーズの作成作
業にも方向性を与えるものとなった。	
 
	
 （４）註解書シリーズ執筆の開始：各研究
者はすでに執筆を開始しており、２０１７年
度には最初の３巻（ガラテヤ書、ルカ福音書
第一巻、ヨハネ書簡）が発刊予定である。上
の考察を踏まえて、本註解書シリーズにおい
ては；	
 
①「テクスト」	
 
②「構成」	
 
③「註解」	
 
④「解説」	
 
というアウトラインにしたがって執筆する
ことが決定された。そうすることによって、
読者は①において本文批評とテクスト翻訳、
②において修辞学批評と文芸批評、③におい
てはそれらをも含めた他の批評学、④におい
てはとくに文化研究批評の視点からの考察

が提示されることが明らかとなる。これは、
上で示した各批評学の役割分担を意識した
構成であり、テクスト解釈がこれらの作業の
総体であるという理解に立っている。同時に、
各研究者は自らの専門と専門外での限界と
を意識しており、解釈が究極的には個人の作
業でなく、専門性の高い編集委員の意見や読
者のフィードバックをも含めた総合的な作
業でなければならないことを強く意識して
いる。その意味で解釈は、解釈の共同体によ
る、解釈の総体であることが確認された。	
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